
第７期 小金井市地域自立支援協議会 部会活動報告（案） 

協議テーマ （１）障害福祉サービス事業所一覧（取扱商品等について）  

開催回・開催日 2022 年 ２月９日（水） 

部会名・記録担当 
委員名 

社会参加・就労支援部会  佐藤宮子 

【協議概要】 
１、令和 4年度 障害者週間シンポジウム企画案について 
２、障害福祉サービス事業所一覧（取扱商品等について） 
３、その他 
 
【課題となった事項の整理】 
１、障害者週間シンポジウム企画案について 

提出された資料について事務局から報告。資料提出者からの補足説明の後、意見交換した。 

＜意見＞ 

  ・講師やテーマについての提案や意見は、今すぐは難しい。 

  ・今回の形はよかったと思うし、対談という形もあるのかという思いもしたので、①講師を招い 

た形もいいと思う。 

  ・②のような当事者からのお話を聞く形もよいと思う。 

  ・①②どちらの形もよいと思うが、②の形だと自立支援協議会で手法などの検討が必要となる。 

   シンプルなのは①講師を招く形かと思う。 

  ・イベント当日は、午後の企画もあるので、同じようなことになってもしょうがないので、意見 

を出すのが難しい。 

 

２、障害福祉サービス事業所一覧（取扱商品等について） 

（１）資料について事務局から説明 

  ・2月 7 日締め切りまでに届いたものをリスト化した。 

・まだ作成途中ではあるので、今後増える可能性もある。 

・リストが出来たら、市のホームページに掲載する。 

・各事業所のホームページをリストに載せてほしいという意見については、ホームページを作っ 

ていない団体もあるので、公平にするためにリンクを繋げることはしないことになった。 

（２）意見 

  ・リストを利用する人の利便性を考えると、ホームページアドレスを掲載しないというのは 

   少し違うのではないか。   

  ・リンクで繋げることはしないが、アドレスを載せるだけなら可能かもしれない 

  ・「行っている作業等」の内容が、事業所として受注できる作業と、そうではなくて実施してい

るプログラム的なものが混在しているので分かりにくい。区別したほうがよいのではないか。 

  ・区別するとなると、どのようにすればいいのか 

  ・まずは、リストができたことは一つの成果なので、とりあえずこの形でまとめて、修正してい



 

けばよいのではないか 

  ・改めてアンケートを取り直すのも難しいので、この形式の中で工夫するのがよい。 

  ・都福祉保健局の役務提供状況調査というのがあり、それを元にしたリストがあるので、それを

参考にして、内容を区別してみてはどうか。このリストは受注する企業などが見るものとして

作られているもの。 

  ・受注できることというのであれば、過去に受注したものを載せてもらうと、次につながるかも

しれない。 

  ・ふくしサービスマップには、事業所の行っている内容も載っているが、それとは別の目的で、 

   今回のリストをつくるのであれば、リストを利用する側の立場に立って考えてはどうか。 

  ・リストを見て、この事業所を利用してみたいと思う人も出てくるかもしれない。そういう利用

もあると思う。 

  ・今回、具体的にリストがでてきたからこそいろいろな意見も言いやすくなったので、意味があ

り、よかったと思う。 

  ・リストにある事業者が集まって、空き物件などで販売することも出来るかもしれないので、希

望があれば 繋げることはできます。 

 

３、その他 

（１）社会福祉協議会主催 地域の居場所づくり講座「大人の発達障害サロンを作ろう！」の紹介 

・このような講座については、自立支援協議会に向けての情報提供を積極的にしてはどうか 

  ・この講座を企画したのは、社会参加の機会が足りないと感じているからですか？ 
   →福祉総合相談を受ける立場からは、居場所は足りないと感じている。 

 
【課題解決に向けて】 
  ２の資料の障害福祉サービス事業所一覧に、ホームページの掲載をどうするかについては、再度 

持ち帰って検討してみます。（事務局） 
  
【次回の開催日程】 

今期については、今回が最後 


